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８．研究実績報告 

(a) 東大地震研では，既設の高温高圧試験機で， Vp, Vs，比抵抗を測定できるように改

造し，予備的測定を開始した．富山大では，蛇紋岩の常圧低圧（<200MPa）における

超音波測定を行い，蛇紋岩の塑性変形により 30%に達する Vp の方位異方性，Vs の偏

向異方性が形成されることを明らかにした．高温高圧でも超音波測定ができるよう高圧

セルを開発した．また，蛇紋岩の常圧高温（<600ºC）における電気伝導度測定を行い，

細粒のマグネタイトが濃集した部分では局所的に高い伝導度を示すが，一般にはカンラ

ン岩とほぼ同程度の伝導度であることを明らかにした．更に，地震波の周波数領域（と

くに 0.1-10Hz）での弾性・非弾性を測定するためのねじり試験機のプロトタイプを製

作し，モーターおよび制御系の問題点を解析した． 

(b) 沈み込み帯構成岩石の弾性波速度と減衰係数(Q 値)を高温高圧下で含水量の関数と

して決定し，その結果から地殻・上部マントルの地震波速度構造と Q 値構造を定量的

に解釈し，低速度層・低 Q 値層の含水量を求めることを目的として，大阪大と東大地

震研で実験装置を開発中である．ピストンシリンダー型超高圧発生装置の昇温のために，

容量の大きな温度コントローラの設計・製作を行った． 

(c)静岡大と東大理では、固体圧式３軸変形試験機を整備し、石英岩をもちいた予備実験

を開始した。本試験機は、モホ面付近に相当する高温高圧条件での変形実験を可能とす

る。本年度は軸変位駆動系と温度・圧力計測系を一新し、変形中の差応力を精密に決定

することに成功した。また，岩石-流体系および岩石-メルト系の物性を規定する要因と

して、流体やメルトの分布形態を支配する固液２面角の温度・圧力・組成依存性を統計

熱力学的に解析した。理論計算モデルの結果は２元金属系の実験データと調和的であり、

地殻下部における石英-水系の濡れ挙動を定性的に説明することができることを示した。 

(d) き裂内部における流体流動特性は，き裂面形状に起因するき裂間隙幅と，その分布であ

るき裂間隙構造に強く依存すると考えられ，さらにき裂間隙構造は、き裂面が受ける垂直

応力やせん断応力，き裂を構成する岩石種に影響されるであろう．地殻応力下におけるき

裂内部の流体流動現象や，その因子となるき裂間隙構造を把握するためには、室内実験の

結果と、これと比較することが可能なシミュレーションモデルの構築が必要不可欠である．

東北大院環境科学では高封圧下でのき裂透水率測定を行うために、高封圧をゴム材で発

生させる実験装置を設計・製作した。花崗岩き裂の透水率測定実験の予備実験を行った

結果、流体入口と出口との差圧測定から透水係数の測定が可能であること、流体流動が

基本的にダルシー則に従うことを確認した． 

(e) 現在地表に露出する断層帯で，注意深く震源域の構造を保存しているものを選んで

調査を行った場合，断層帯の組織とその幾何学的形態およびその分布が得られる．これ
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らのデータから物理過程を逆解きして行く場合，物理過程と同時に組織形成過程を直視

する必要がある．そこで，東大理では顕微三軸試験機の開発に着手した．この装置によ

って得られる結果から，野外と実験室は比較的スムースに連携をとれるようになると考

えられ，素過程を考察する上で重要な役割を持つだろう．本年度は，日高変成帯南部の

地質調査，特に震源域断層近傍の調査を綿密に行った．その結果，高速破壊を起こす断

層面は，それらがより地下深部の延性的な環境にあるうちからすでに準備されているこ

とがわかった．母岩に胚胎されている局所的なマイロナイト帯では，アルカリ長石の分

解と，雲母類の生成が同時に観察されることから，カリ長石—雲母—水系の化学反応が，

断層帯の軟化過程に深く関与していることを示した．京大理では，高圧下での透水率測

定実験で決定した，天然の断層の透水率構造を用いて，摩擦発熱に伴う間隙圧上昇と有

効応力低下に起因した断層強度低下の機構を検討した．その結果，この強度低下の機構

においては，断層内部の浸透率分布と変形集中域の幅に関する情報が重要であることが

明らかになりつつある．また，摩擦熔融を伴うような高速すべり速度領域での摩擦実験

を行って，垂直応力が摩擦特性に及ぼす影響を調べるための実験を開始した．  

(f)その他，京大防災研では三軸圧縮試験において，震源核とその周囲で発生するＡＥ

の特徴を抽出し，震源核の成長を明らかにすることを目的にした実験を開始した．ま

た，京大院人間・環境学では，岩石破壊に伴う発光現象を光学的、電磁気学的、鉱物

学的な観点から解析し、その機構を明らかにするため，岩石発光画像の解析を行い、

発光分布を試料の鉱物分布と対応させる解析手法を確立した。並行して破壊後試料（カ

コウ岩）を鉱物学的に解析する解析に着手した。 
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